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今回発表の

事業所や

サービスの

紹介

台東区社会福祉事業団が母体であるみのわ高齢者在宅サービスセンターは、平

成６年７月１日開設。三ノ輪福祉センター内にあり、通所介護（定員４５名）・

認知症対応型通所介護（定員１２名）・小規模通所介護（定員１５名）の三つの

事業を展開しております。利用者のニーズにあったサービス提供ができるよう

に取り組んでいます。

《１．研究前の状況と課題》

法人の職員研修計画に基づき、人材育成と

法人の発展、意識改革の推進、指導者の育成、

専門性の向上、人事評価制度の実効性向上を

研修計画の基本方針としているが、その対象

とする職員は常勤雇用職員が主であった。

一方、施設内で、非常勤職員を対象とした

研修を開催するが、基礎的な内容が中心とな

り、事業別に必要な専門的なものではなかっ

た。

みのわ高齢者在宅サービスセンターにお

いては人員配置として、常勤職員が約３割合

に対して、非常勤職員は約７割となってい

る。また、定期的に異動がある常勤に対して、

非常勤については、ほとんど異動がない中

で、非常勤の職員に対してどう研修を行って

いくかが課題であった。

《２．研究の目標と期待する成果・目的》

１、研修に対しての意識を変える。このこと

により、当法人の職員研修計画の基本方針の

理解を深める。

２、研修に参加することにより専門性の向上

を図り、サービスの質を高める。

３、研修を通して、在宅生活をされている利

用者の生活をデイサービス利用時の視点の

みでなく在宅生活全般を考え、サービスを提

供していく視点に変えていく。

４、職員のモチベーション向上につながる取

り組みの確立。
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《３．具体的な取り組みの内容》

１、研修（特に外部研修）への参加を積極的

にする。（今までは常勤職員が主であったが

非常勤職員も同じように交代で外部研修に

積極的に参加してもらった。）

２、デイサービス事業での内部研修（事業別

研修）の充実を図る

・月一回のペースで実施

・職員が講師となり研修実施（外部研修で学

んだことを基に研修を実施）

・２３年度については、常勤職員が中心に講

師となった。

【通所部門研修推移】

２１年度 ２２年度 ２３年度

施設内共 23 26 31
外部 7 7 21
事業別 － － 83
計 30 33 135
１人あたり 1.5 1.37 7.11

３、２４年度から研修体系の一部変更の試み

・研修の講師について、非常勤職員にも担当

してもらった

・内部研修（事業別研修）については、自

主参加を基本とし、講師についてのみ時間外

が発生した場合に支給することにした。

《４．取り組みの結果と考察》

１、外部研修へ参加し、その研修での情報共

有等により、当事業のサービスについて客観

的にとらえることができた。またサービスの

様々な取り組みを知ることにより知識の幅

が広がり、職員のモチベーション向上につな

がった。

２、内部研修（事業別研修）については、従

事している職員が講師として行うため、実務

に則したものとなり、研修内容の理解が深ま

った。

３、講師をするために、その研修内容につい

て自ら学ぶこととなるため、知識の幅が広が

った。

４、研修担当を雇用体系に囚われないように

実施したことによる研修についての意識の

変化があった。

５、２４年度につては、内部研修（事業別研

修）については、自主参加を基本としている

が、参加者については、以下のように推移し

ている。

【２４年度（６月現在）内部研修参加者数】

4月 5月 6月
13名 12名 13名

《５．まとめ、結論》

今回の取り組みにより

非常勤だから研修の講師は・・・雇用体系の

違う職員がお互いに思っていることへの脱

却ができ、また研修体系の改善も合わせてで

きたと感じています。

できないではなく、できる環境を与えること

が大事であると発見できました。

《６．倫理的配慮に関する事項》

なし

《７．参考文献》

なし

《８．提案と発信》

アクティブに参加することも、研修としては

大きな成果があるものであると毎年感じて

います。

～日々精進～ 福祉の仕事は恒久化的な意

識ではいいサービスができません。恒にサー

ビスの質を向上できるように日々頑張って

おります。

【メモ欄】


